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 物質の物性を担っているフェルミ面近傍の電子状態を明らかにすることは、固体物理における重要な
課題である。そのような電子状態における電荷ダイナミクスを探る方法の 1 つに、共鳴非弾性 X 線散乱
（Resonant Inelastic X-ray Scattering：RIXS）がある。非弾性 X 線散乱とは、X 線と物質との間にエネルギ
ーや運動量のやり取りが発生するような散乱のことで、エネルギーを運動量の関数として観測すること
















サンプルにて散乱された X 線は、Si や Ge などの結晶をダイス状にカットし、球面状に湾曲させたア
ナライザーと呼ばれる分光結晶にて、エネルギーごとに異なる焦点へと集光される。それらの集光点の
















上昇した。                    図 2，エッチング前後のスペクトル比較 
このエッチングしたアナライザーの効果を検証するため、2つのサンプルに対してRIXS測定を行った。
図 3 は、SPring-8 にて燃料電池用触媒の参照試料である PtO2 を RIXS 測定して得られたスペクトルであ
る。エッチング前のスペクトルと比べると、Energy Loss = 0eVの弾性散乱ピークから分解能が上昇して
いることが分かるだけでなく、2～6eV のピークに構造が見え始めていると分かる。また、図 4はエッチ
ング前後のアナライザーを用いて SPring-8 BL11XU（Before）と ESRF ID20（After）で、測定された銅酸






図 3，PtO2 の RIXS スペクトル          図 4，LBCOの RIXSスペクトル 
